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FUJI P.S CORPORATION

２０２０年３月期 決算ハイライト、次期予想

 2020年3⽉期 連結決算
 外部環境：建設投資は62.1兆円と微増予想、プレストレスト・コンクリート建設業協
会受注⾒通しは3,200億円と8％減、新設から維持補修・更新市場へシフト。

 連結業績：売上⾼は3期連続増収、営業・経常利益とも3期連続増益、当期純利益増益
 配当９円前期（記念配当１円除く）と同額、配当性向24.8％、ＲＯＥ8.1％

 2021年3⽉期 次期⾒通し
 外部環境：⺠間住宅投資は減少するものの全体建設投資は微増の予想。とくに⾼速道
路会社を中⼼に維持補修・更新市場が増加予想。

 連結業績予想：売上⾼、各利益ともに増収増益予想
 新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響は本業績予想値に織り込んでいない。
 事業継続のため、感染症拡⼤防⽌に向け万全の体制で取り組んでいる。

 配当予想９円据置、配当性向24.7％、ＲＯＥ7.7％
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FUJI P.S CORPORATION

2018/3期 2019/3期 2020/3期
前年同期比

コメント
増減額 増減率

受注高 23,151 32,830 28,516 △4,313 △13.1％
土木事業は受注調整もあり45.7億円減少、
建築事業は3.4億円増加

売上高 27,361 27,863 27,979 115 0.4％ ３期連続の増収

売上総利益
（売上総利益率）

3,540
（12.9％）

3,893
（14.0％）

3,802
（13.6％）

△90 △2.3％
工事利益率低下により減少

営業利益
（営業利益率）

760
（2.8％）

917
（3.3％）

935
（3.3％）

18 2.0％
販売費及び一般管理費の節減により3期連
続の増益

経常利益 753 887 925 37 4.3％ 同上

親会社株主に帰属する
当期純利益

763 594 647 53 9.0％
同上

土木受注は受注調整もあり減少するも、売上高・営業利益は3期連続の増収増益

（単位：百万円）
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２０２０年３月期 連結業績の概要（３期業績推移）

（百万円） （百万円） （百万円）

3



FUJI P.S CORPORATION

2018/3期 2019/3期 2020/3期
前年同期比

コメント
増減額 増減率

受注高 16,266 25,169 20,593 △4,576 △18.2％
一定量の手持工事が確保されたことにより、
受注手控えもあり減少

売上高 21,617 20,720 21,344 624 3.0％ 公共・民間工事の順調な進捗による増収

売上総利益
（売上総利益率）

2,724
（12.6％）

3,011
（14.5％）

2,815
（13.2％）

△195 △6.5％
一部工事遅延などにより工事利益率が低下し
減益

受注手控えもあり受注高減少するも、手持工事等の順調な進捗により増収

（単位：百万円）

セグメント別業績（土木事業）

主な受注工事

工事名称 発注者 工事概要

平成31 南部東道路橋梁上部工工事（大城高架橋） 沖縄県
那覇空港自動車道へ直結する南部東道路（地域高規
格道路）

新名神高速道路 城陽東第二高架橋東（ＰＣ上部工）工事 西日本高速道路㈱ 新名神高速道路（大津JCT～城陽JCT）建設事業

令和元－2年度 外環空港線余戸南第3高架橋下り上部工事 国土交通省四国地方整備局 松山外環状道路空港線新設工事
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FUJI P.S CORPORATION

2018/3期 2019/3期 2020/3期
前年同期比

コメント
増減額 増減率

受注高 6,631 7,324 7,668 344 4.7％
マンション事業や住宅分野における契約が堅調
に推移

売上高 5,480 6,865 6,313 △552 △8.0％ マンション事業の着工遅れの影響で減少

売上総利益
（売上総利益率）

681
（12.4％）

734
（10.7％）

824
（13.1％）

89 12.2％
耐震補強事業の順調な進捗に加え、原価低減の
取り組みにより工事利益率が好転

新規受注は堅調、売上高は着工遅れにより微減となるも売上総利益は2期連続の増益

（単位：百万円）

セグメント別業績（建築事業）

主な受注工事

工事名称 発注者 工事概要

白金1丁目再開発事業 ㈱大林組 新築マンション工事のFR板の製作・運搬

公社槇塚台団地耐震改修その他工事 共同建設㈱ 住宅の耐震補強（スマイルダンパ工法）の製作・運搬・建方工事

積水ハウス福岡香椎照葉6丁目マンション ㈱竹中工務店 新築マンション工事のPCa柱部材製作・運搬
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2018/3期 2019/3期 2020/3期
前年同期比

コメント
増減額 増減率

受注高 239 242 242 △0 △0.3％

受注高、売上高、売上総利益ともに前期並み売上高 239 242 242 △0 △0.3％

売上総利益
（売上総利益率）

127
（53.4％）

135
（55.7％）

144
（59.7％）

9 6.9％

FUJI P.S CORPORATION

テナントの入居率は堅調に推移

（単位：百万円）

セグメント別業績（不動産賃貸事業）
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連結貸借対照表

FUJI P.S CORPORATION

2019.3期 2020.3期

資産合計
21,911

資産合計
24,083

流動資産
14,702

固定資産
7,209

流動資産
16,657

固定資産
7,425

資産の部

現金預金 △374
受取手形・完成
工事未収入金等 ＋2,067
未収入金 ＋105
製品 ＋187

機械・運搬具及び
工具器具備品 ＋255

2019.3期 2020.3期

負債・純
資産合計
21,911

負債
14,145

純資産
7,766

負債
15,887

純資産
8,196

負債・純資産の部
（単位：百万円）

電子記録債務 ＋571
短期借入金 ＋2,800
未払法人税等 △196
未成工事受入金 △256
預り金 △301
その他流動負債 △238
長期借入金 △534
DC長期未払金 △229
その他固定負債 ＋136

当期利益 ＋647
株主配当 △178

増減

資産合計 ＋2,171

固定資産 ＋216

流動資産 ＋1,955

増減

負債・純資産合計 ＋2,171

負債 ＋1,742

純資産 ＋429

負債・純
資産合計
24,083
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連結キャッシュ・フロー

FUJI P.S CORPORATION

（単位：百万円）

現金及び現金同等物の

現金及び現金同等物の

1,576

期首残高

期末残高

1,950

営業CF 投資CF 財務CF

△1,548

△913

＋2,088

税金等調整前当期純利益 ＋925
減価償却費 ＋610
売掛債権の増加 △2,067
仕入債務の増加 ＋545
未成工事受入金の減少 △256
未払費用・預り金の減少 △517

有形固定資産の取得 △907

短期借入金の増加 ＋2,800
長期借入金の返済 △534
配当金の支払 △178
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FUJI P.S CORPORATION

2019/３期
（実 績）

2020/３期
（実 績）

2021/３期
（予 想）

前年同期比
コメント

増減額 増減率

受注高 32,830 28,516 30,160 1,643 5.8％
新設工事に加え、維持補修更新市場への積極
的な営業強化を図ることによる増加予想

売上高 27,863 27,979 28,870 890 3.2％
手持工事及び工場製品の順調な進捗により
増収予想

売上総利益
（売上総利益率）

3,893
（14.0％）

3,802
（13.6％）

3,900
（13.5％）

97 2.6％ 売上高の増加に伴い増益予想

営業利益
（営業利益率）

917
（3.3％）

935
（3.3％）

970
（3.4％）

34 3.6％ 売上総利益の増加に伴う増益予想

経常利益 887 925 950 24 2.7％ 同上

親会社株主に帰属する
当期純利益

594 647 650 2 0.4％ 同上

１株当たり配当金
（単位：円）

10.0円 9.0円 9.0円
据置（2019/3期は東証一部指定の記念配
当1.0円による増配）

受注高は増加予想、売上高・利益ともに手持工事等の順調な進捗により増収・増益見込み

（単位：百万円）

２０21年３月期 連結業績予想
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